
  一 般 に 文 楽 と い う と 、

３ 人 の 男 性 が １ 体 の 人 形 を

遣 う 人 形 芝 居 だ が 、 昭 和 初

期 か ら 戦 前 に か け 、 大 阪 で

生 ま れ 庶 民 に 愛 さ れ た も う

ひ と つ の 文 楽 が あ っ た 。「乙

女 文 楽 」 で あ る 。  
女 性 一 人 で 一 体 の 文 楽

人 形 を 操 る 。 人 形 の 首 （ か

し ら ） は 遣 い 手 の 頭 と 紐 で

結 ば れ 、 遣 い 手 の 頭 の 動 き

が そ の ま ま 人 形 の 顔 の 動 き

に な る 。 人 形 の 両 手 は 遣 い

手 の 腕 に 付 け た 「 腕 金 」 と

腰 で 支 え 、 人 形 の 足 は 使 い

手 の 両 膝 で 操 る 。 人 形 は 衣

装 に よ っ て は ８ キ ロ 以 上 の

重 さ に な り 、 女 性 一 人 で 支

え る に は 、 体 力 と 技 術 が 必

要 だ 。  
 吉 田 光 華 さ ん が 乙 女 文 楽

と 出 会 っ た の は 、 子 育 て が

一 段 落 し て よ う や く 自 分 の

時 間 を 持 て る よ う に な っ た

頃 。 戦 前 活 躍 し た 吉 田 光 子

さ ん に 師 事 、 吉 田 光 華 を 襲

名 し た が 、 あ く ま で 趣 味 と

考 え て い た 。  
 ３ 歳 か ら 日 本 舞 踊 を は じ

め １ ２ 歳 で 若 柳 流 名 取 に な

る ほ ど 踊 り が 好 き で 、 そ の

し な や か な 動 き が 、 上 方 落

語 の 重 鎮 、 故 ５ 代 目 桂 文 枝

さ ん の 目 に 留 ま っ た 。「天 神

山 」 の 落 語 で 一 緒 に 出 演 し

て ほ し い と 頼 ま れ た の が プ

ロ 入 り の き っ か け と な り 、

桂 文 枝 さ ん と の 共 演 で 数 々

の 舞 台 を 重 ね た 。  
 「 小 さ い 頃 、 母 に あ の 人

形 が 欲 し い と ね だ っ た の が

文 楽 人 形 で し た 」と 微 笑 む 。

人 形 の 衣 装 、 髪 型 や 小 物 、

そ し て 振 り 付 け と 、 自 分 で

創 作 す る 。「演 じ て い る 時 は

一 心 同 体 で 、 私 の 踊 り が 人

形 の 動 き に な り ま す 。 で も

そ の 日 に よ っ て 、 人 形 が 思

う よ う に 動 い て く れ な か っ

た り 、 人 形 の 方 が 先 に 踊 り

出 す よ う な 時 も あ る ん で す

よ 。」  
 女 性 一 人 遣 い な ら で は の

柔 軟 さ が 魅 力 で あ る 。 義 太

夫 は も と よ り 長 唄 ・ 小 唄 ・

歌 謡 曲 ・ 琴 ・ 筑 前 琵 琶 ・ 民

謡 ・ 尺 八 と あ わ せ て … だ け

で は な い 。 文 楽 の 吉 田 文 吾

氏 や モ ダ ン バ レ ー 、 東 方 女

子 楽 坊 と の コ ラ ボ レ ー シ ョ

ン 、 椎 名 林 檎 の C D ア ル バ

ム の C M 出 演 、 雑 誌 グ ラ ビ

ア へ の 人 形 の 掲 載 な ど 、 幅

広 い ジ ャ ン ル で 活 躍 し て い

る 。  
数 少 な い 乙 女 文 楽 の プ

ロ と し て 、 地 方 や 海 外 の 公

演 も 多 い 。 来 月 は 「 ワ ー ル

ド ミ ュ ー ジ ッ ク フ ェ ス テ イ

バ ル 」 で オ ラ ン ダ を 中 心 に

１ ０ ス テ ー ジ が 予 定 さ れ て

い る 。  
 「 乙 女 文 楽 を 通 し た 人 と

の 出 会 い 、 ご 縁 を と て も 嬉

し く 思 い ま す 」。優 し さ に 満

ち た 笑 顔 と 秘 め ら れ た 情 熱 。

人 形 の 舞 が か も し 出 す 甘 美

な 世 界 を じ っ く り と 味 わ い

た い 。  

 



中 央 区 の 天 満 橋 南 詰 め

に 「 八 軒 家 浜 」 船 着 場 が 開

港 し た 。  
 八 軒 家 浜 は 、 か つ て 淀 川

舟 運 の 大 阪 の 玄 関 口 で あ り 、

熊 野 参 詣 へ の 出 発 地 点 と し

て 、 ま た 伏 見 と 往 復 す る 三

十 石 船 を は じ め と す る 水 上

交 通 の 要 所 と し て 賑 わ い 、

八 軒 の 船 宿 が あ っ た こ と か

ら 名 前 が 付 い た 。  
水 都 再 生 へ の 取 り 組 み

の 一 環 と し て 、 ま ず は 船 着

場 が ３ 月 ２ ９ 日 に 完 成 。 継

続 し て 遊 歩 道 や 公 園 の 整 備 、

水 上 交 通 の 充 実 を 目 指 す 。

開 港 を 記 念 し て 、 八 軒 家 浜

発 着 の 「 大 川 さ く ら ク ル ー

ズ 」 が 新 た に お 目 見 え 。 ２

５ 分 間 で O A P 周 辺 ま で 往

復 す る 。 川 沿 い の 桜 並 木 は

舟 上 か ら 意 外 と 近 く 、 手 軽

に 花 見 が 楽 し め る 。 他 に も

水 上 を 動 く カ フ ェ バ ー 「 龍

魚（ ド ラ ゴ ン フ ィ ッ シ ュ ）」、

ミ ナ ミ と 結 ぶ 「 カ ナ ル シ ャ

ト ル 」、水 上 バ ス「 ア ク ア ラ

イ ナ ー 」 な ど 種 類 の 異 な る

船 が 頻 繁 に 行 き 交 う 光 景 が

新 鮮 だ 。  
N P O や 複 数 の 舟 運 事 業

者 が 手 を 組 み 、 府 市 共 通 の

河 川 運 航 ル ー ル を 決 め 、 利

用 窓 口 を 一 本 化 し た 。 周 辺

住 民 を 中 心 と す る プ ロ ジ ェ

ク ト や 関 係 企 業 も 、 イ ル ミ

ネ ー シ ョ ン に 寄 付 協 力 を 行

い 、昼 夜 違 っ た 表 情 が 実 現 。

今 秋 に 開 通 す る 京 阪 電 鉄 中

之 島 線 の 改 札 口 と 直 結 す る

計 画 だ 。 ０ ９ 年 実 施 が 予 定

さ れ る イ ベ ン ト 「 水 都 大 阪

２ ０ ０ ９ 」 の メ イ ン 会 場 の

一 つ に も な る 。  
 大 阪 市 の 中 で 、 水 辺 は そ

の １ 割 を 占 め る 。 日 本 の 都

市 で は ダ ン ト ツ で あ る が 、

水 都 の イ メ ー ジ は 乏 し い 。

水 質 の 更 な る 浄 化 と 同 時 に 、

水 陸 の 「 足 」 を つ な ぎ 、 移

動 の 時 間 を 楽 し く 感 動 を も

っ て 過 ご す た め の 、 独 自 の

プ ロ グ ラ ム ソ フ ト が 必 要 で

あ る 。 四 季 の 演 出 、 食 、 ア

ー ト 、 ユ ニ ー ク な 地 元 ガ イ

ド 等 に よ る エ ン タ ー テ イ ン

メ ン ト 性 豊 か な“ 大 阪 物 語 ”

体 験 の 機 会 を 常 に 提 供 で き

る 仕 組 み が 求 め ら れ る 。  
 水 都 の 象 徴 と し て 蘇 っ た

「 八 軒 家 浜 」。大 阪 人 自 身 が

水 都 の 歴 史 や 水 辺 に 関 心 を

持 つ 契 機 づ く り と し て も 、

水 陸 双 方 を 交 遊 で き る よ う

な 、 魅 力 的 な 企 画 や 運 営 が

期 待 さ れ る 。  
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 



「 こ こ で 、 曲 名 あ て ク イ

ズ で す 。 チ ェ ロ の パ ー ト を

聴 い て 何 の 曲 を 弾 い て い る

か お 答 え く だ さ い 」。カ ノ ン 、

白 鳥 の 湖 、 ス タ ン ド バ イ ミ

ー な ど 、馴 染 み の 曲 が 続 き 、

満 員 の 客 席 は 歓 声 や 笑 顔 に

包 ま れ た 。  
「 大 大 阪 の 夜 、 レ ト ロ コ

ン サ ー ト シ リ ー ズ 、 芝 川 ビ

ル へ よ う こ そ 」 と 題 し た 、

弦 楽 三 重 奏 に よ る 音 楽 会 で

の ひ と コ マ で あ る 。 レ ト ロ

な 近 代 建 築 ビ ル で 食 事 や コ

ン サ ー ト を 楽 し む シ リ ー ズ

で 、 先 月 の 舞 台 は 、 淀 屋 橋

の オ フ ィ ス 街 に た た ず む 芝

川 ビ ル 。 １ ９ ２ ７ 年 に 建 築

さ れ 花 嫁 学 校 で も あ っ た 。

地 下 の ベ ト ナ ム レ ス ト ラ ン

で の 貸 切 デ ィ ナ ー と 屋 上 で

の ア ッ ト ホ ー ム な コ ン サ ー

ト で 、 優 雅 な 夜 の ひ と 時 が

提 供 さ れ た 。  
 こ の 催 し は 大 阪 商 工 会 議

所 主 催 の 「 ナ イ ト カ ル チ ャ

ー 事 業 」 の 一 環 で 、 夜 の 文

化 魅 力 開 発 を 通 じ て 、 大 阪

の 賑 わ い づ く り 、 活 性 化 を

目 指 す も の で あ る 。  
レ イ ト シ ョ ー と 飲 食 店

を 連 携 さ せ 、 夜 型 エ ン タ ー

テ イ ン メ ン ト 、 観 光 メ ニ ュ

ー と し て 、 プ ロ グ ラ ム を 開

発 。 上 方 伝 統 芸 能 の エ ッ セ

ン ス を 紹 介 す る パ フ ォ ー マ

ン ス や 近 代 建 築 を 活 用 し た

コ ン サ ー ト を は じ め 、 大 阪

城 で は 野 外 映 画 祭 や ２ 万 個

の 行 灯 で の ラ イ ト ア ッ プ を

開 催 す る な ど 、 回 を 重 ね る

ご と に 人 気 が 高 ま っ て い る 。 
「 ミ ッ ド ナ イ ト チ ェ ッ

ク イ ン 制 度 」 も 嬉 し い 。 大

阪 の 主 要 ９ ８ ホ テ ル に 当 日

午 後 １ １ 時 以 降 に 予 約 す る

と 宿 泊 料 金 が 最 大 ８ ２ パ ー

セ ン ト 割 引 に な る 。 深 夜 ま

で 都 心 で 過 ご し て 終 電 を 逃

し て も 、 か な り お 得 な 値 段

で 快 適 な 夜 が 過 ご せ る 。  
 大 阪 で 住 み 働 く 人 々 や ビ

ジ タ ー が 、 安 心 し て 楽 し く

文 化 的 な ナ イ ト ラ イ フ を 過

ご せ る よ う な 街 づ く り を 目

指 す 。し か し 魅 力 的 な「 場 」

や プ ロ グ ラ ム ソ フ ト の 数 は

ま だ ま だ 少 な く 、 プ ロ や 若

手 ア ー テ ィ ス ト が 活 躍 す る

機 会 も も っ と 必 要 で あ る 。  
 夜 に な る と 、 街 角 の あ ち

こ ち で 音 楽 や 拍 手 が 漏 れ 聞

こ え る よ う な 大 阪 を 目 指 し

て 、 さ ら に 抜 本 的 な 取 り 組

み が 期 待 さ れ る 。   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



「 お も ろ う て 、 や が て し

ん み り（ 感 動 ）」― こ ん な 体

験 を 大 阪 で 常 に 提 供 し た い

と 、 ま ち 歩 き を 中 心 と し た

“ な に わ 名 物 ガ イ ド ツ ア

ー ” が 検 討 さ れ て い る 。  
平 成 １ ９ 年 度 、 国 土 交 通

省 は 国 土 施 策 創 発 調 査 と し

て 、「地 域 資 源 活 用・ネ ッ ト

ワ ー ク 型 の 新 た な 観 光 サ ー

ビ ス シ ス テ ム の 創 造 に よ る

潜 在 的 な 国 内 旅 行 需 要 の 喚

起 ・ 顕 在 化 を 通 じ た 地 域 活

性 化 方 策 」 の た め の 調 査 を

実 施 。 観 光 の 切 り 口 か ら 地

域 活 性 化 へ の 検 討 を 行 っ た 。 
 私 が 主 に 関 わ っ た 「 大 阪

ワ ー キ ン グ 」 で は 、 主 に 団

塊 世 代 を 対 象 に 、 エ ン タ ー

テ イ ン メ ン ト 性 豊 か な ガ イ

ド に よ る 参 加 体 験 ツ ア ー の

立 案 ・ 実 施 を 行 い 、 同 時 に

プ ロ グ ラ ム を 提 供 す る 仕 組

み も 議 論 し 構 想 を ま と め た 。 
大 阪 は 、 個 性 豊 か な 中 小

の「 ま ち（ エ リ ア ）」の 集 積

で あ り 、 各 々 独 自 の 文 化 や

活 動 団 体 を も つ 。 が 、 そ の

豊 か な 資 源 力 を 充 分 に 活 か

し き れ て い な い 。 ま ち 歩 き

や 観 光 の 商 品 と し て の 潜 在

力 を 見 直 し 、 ユ ニ ー ク な 解

説 付 き 体 験 型 の ツ ア ー と し

て 再 編 集 す れ ば 、 ビ ジ タ ー

は も ち ろ ん 地 元 の 人 も 、 地

域 魅 力 の 再 発 見 を 楽 し め る 。  
調 査 の 中 で 、 ４ つ の モ ニ

タ ー ツ ア ー を 開 催 。 例 え ば

「 文 楽 と ミ ナ ミ の お 茶 屋 遊

び 体 験 」 で は 、 文 楽 公 演 の

一 幕 見 、 人 形 遣 い に よ る 解

説 や 舞 台 裏 の 見 学 を 行 い 、

そ の 後 、 島 之 内 の 老 舗 の 茶

屋 で 、 食 事 と お 座 敷 遊 び を

体 験 。 ミ ナ ミ の 粋 な 遊 び を

堪 能 す る ツ ア ー だ 。他 に も 、

北 新 地 の 高 級 文 化 サ ロ ン 体

験 、 大 大 阪 レ ト ロ 建 築 ま ち

歩 き 、 東 横 堀 川 界 隈 歴 史 と

ま ち づ く り に 出 会 う ツ ア ー

等 を 実 施 。 い ず れ も 好 評 な

が ら 、 細 や か な 配 慮 を プ ロ

グ ラ ム に 盛 り 込 む 必 要 性 が

課 題 と し て 抽 出 さ れ た 。  
 マ ネ ー ジ メ ン ト や 人 材 育

成 の 仕 組 み を 構 築 す れ ば 、

地 域 が 自 ら プ ロ デ ュ ー ス し

た ツ ア ー の 常 設 が 可 能 に な

る 。 ま ち を 愛 す る キ ー マ ン

が 随 所 に 顕 在 し て い る 大 阪

な ら 実 現 で き る は ず だ 。  
 地 域 も 人 も 元 気 に す る 、

コ ミ ュ ニ テ ィ 主 導 型 の ツ ー

リ ズ ム 展 開 を 目 指 し 、 今 年

度 も 取 り 組 み は 続 く 。  
 
 
 
 


